
人員基準チェックリスト（介護療養型医療施設） 
事業所名称                   

１ 療養病床を有する病院であるもの 
 

職 種 基準（空欄に必要事項を記入し、各項目の該当する「□」又は「○」にレ点を付すこと。） 

入院患者数 

（前年度の平均値） 

前年度の入院患者延数  前年度の日数  入院患者数 

人・日 ÷ 日 ＝ 人 
   (小数点第 2位以下切上) 

 

従
業
者 

医師、薬剤師、 

栄養士 

□ それぞれ医療法に規定する療養病床を有する病院として必要とされる数以上配

置している。（当該病院全体として） 
医師  薬剤師  栄養士 

人  人  人 
 

看護職員 

□ 看護職員（看護師又は准看護師）を、常勤換算方法で、療養病床に係る病棟にお

ける入院患者の数が６又はその端数を増すごとに１以上配置している。 

 

〈必要数〉 

入院患者数    必要数 

人 ÷ ６ ＝ 人 

    (小数点以下切上) 

 

〈配置員数〉（  月） 
常勤※の従業者数 

(Ａ) 
       

人        
        

非常勤の従業者の 

勤務延時間数 
 

常勤の従業者が 

勤務すべき時間数 
 

常勤換算 

(Ｂ) 
  

常勤換算後の員数 

(Ａ)＋(Ｂ) 

時間 ÷ 時間 ＝ 人   人 

   (小数点第 2位以下切捨)    

※常勤：当該施設における勤務時間が、当該施設において定められている常勤の従業者が勤務すべき

時間数に達していることをいう。 

 

 

介護職員 

□ 常勤換算方法で、療養病床に係る病棟における入院患者の数が６又はその端数を

増すごとに１以上配置している。 

 

〈必要数〉 

入院患者数    必要数 

人 ÷ ６ ＝ 人 

    (小数点以下切上) 

 

〈配置員数〉（  月） 
常勤の従業者数 

(Ｃ) 
       

人        
        

非常勤の従業者の 

勤務延時間数 
 

常勤の従業者が 

勤務すべき時間数 
 

常勤換算 

(Ｄ) 
  

常勤換算後の員数 

(Ｃ)＋(Ｄ) 

時間 ÷ 時間 ＝ 人   人 

   (小数点第 2位以下切捨)    
 

 

 



職 種 基準（空欄に必要事項を記入し、各項目の該当する「□」又は「○」にレ点を付すこと。） 

従
業
者 

理学療法士及び 

作業療法士 
□ 当該施設の実情に応じた適当数配置している。 

栄養士又は管理

栄養士 

○ １以上配置している。 

○ 配置していない場合療養病床数が 100 人未満の施設である。 

介護支援専門員 

□ １以上（療養病床に係る入院患者数が 100 又はその端数を増すごとに１を標準）

配置している。 

□ 常勤である。 
※入院患者数 100 又はその端数を増すごとに増員する介護支援専門員については、非常勤とする

ことを妨げない。 

○ 専従である。 

○ 専従でない場合、次の要件を満たしている。 

□ 入院患者の処遇に支障がない。 

□ 兼務する職務が、当該施設の他の職務である。 

 

〈標準数〉 

入院患者数    標準数 

人 ÷ 100 ＝ 人 
    (小数点以下切上) 

 

〈配置員数〉（  月） 
常勤の従業者数 

(Ｃ) 
       

人        
        

非常勤の従業者の 

勤務延時間数 
 

常勤の従業者が 

勤務すべき時間数 
 

常勤換算 

(Ｄ) 
  

常勤換算後の員数 

(Ｃ)＋(Ｄ) 

時間 ÷ 時間 ＝ 人   人 
   (小数点第 2位以下切捨)    

 

 

管理者 

□ 同時に他の病院、診療所を管理する医師ではない。（医療法第 12 条第２項に基づ

く許可を受けた場合を除く。） 

○ 同時に他の介護保険施設、養護老人ホーム等の社会福祉施設を管理する者ではな

い。 

○ 他の社会福祉施設を管理する場合、これらの施設が同一敷地内にあること等によ

り、当該施設の管理上支障がない。 

 

［兼務する職務］ 

事業所名：                           

所在地：                            

兼務する職務：                         
※介護サービス事業以外の職務についても記載すること。 

 



人員基準チェックリスト（介護療養型医療施設） 
事業所名称                   

２ 療養病床を有する診療所であるもの 
 

職 種 基準（空欄に必要事項を記入し、各項目の該当する「□」又は「○」にレ点を付すこと。） 

入院患者数 

（前年度の平均値） 

前年度の入院患者延数  前年度の日数  入院患者数 

人・日 ÷ 日 ＝ 人 
   (小数点第 2位以下切上) 

 

従
業
者 

医師 

□ 常勤換算方法で、１以上配置している。 

 

〈配置員数〉（  月） 
常勤※の従業者数 

(Ａ) 
       

人        
        

非常勤の従業者の 

勤務延時間数 
 

常勤の従業者が 

勤務すべき時間数 
 

常勤換算 

(Ｂ) 
  

常勤換算後の員数 

(Ａ)＋(Ｂ) 

時間 ÷ 時間 ＝ 人   人 

   (小数点第 2位以下切捨)    

※常勤：当該施設における勤務時間が、当該施設において定められている常勤の従業者が勤務すべき

時間数に達していることをいう。 

 

 

 

 

 

看護職員 

□ 看護職員（看護師又は准看護師）を、常勤換算方法で、療養病床に係る病室にお

ける入院患者の数が６又はその端数を増すごとに１以上配置している。 

 

〈必要数〉 

入院患者数    必要数 

人 ÷ ６ ＝ 人 
    (小数点以下切上) 

 

〈配置員数〉（  月） 
常勤の従業者数 

(Ａ) 
       

人        
        

非常勤の従業者の 

勤務延時間数 
 

常勤の従業者が 

勤務すべき時間数 
 

常勤換算 

(Ｂ) 
  

常勤換算後の員数 

(Ａ)＋(Ｂ) 

時間 ÷ 時間 ＝ 人   人 

   (小数点第 2位以下切捨)    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

職 種 基準（空欄に必要事項を記入し、各項目の該当する「□」又は「○」にレ点を付すこと。） 

従
業
者 

介護職員 

□ 常勤換算方法で、療養病床に係る病室における入院患者の数が６又はその端数を

増すごとに１以上配置している。 

 

〈必要数〉 

入院患者数    必要数 

人 ÷ ６ ＝ 人 
    (小数点以下切上) 

 

〈配置員数〉（  月） 
常勤の従業者数 

(Ｃ) 
       

人        
        

非常勤の従業者の 

勤務延時間数 
 

常勤の従業者が 

勤務すべき時間数 
 

常勤換算 

(Ｄ) 
  

常勤換算後の員数 

(Ｃ)＋(Ｄ) 

時間 ÷ 時間 ＝ 人   人 

   (小数点第 2位以下切捨)    
 

介護支援専門員 □ １以上配置している。 

管理者 

□ 同時に他の病院、診療所を管理する医師ではない。（医療法第 12 条第２項に基づ

く許可を受けた場合を除く。） 

○ 同時に他の介護保険施設、養護老人ホーム等の社会福祉施設を管理する者ではな

い。 

○ 他の社会福祉施設を管理する場合、これらの施設が同一敷地内にあること等によ

り、当該施設の管理上支障がない。 

 

［兼務する職務］ 

事業所名：                           

所在地：                            

兼務する職務：                         
※介護サービス事業以外の職務についても記載すること。 

 



人員基準チェックリスト（介護療養型医療施設） 
事業所名称                   

３ 老人性認知症疾患療養病床を有する病院であるもの 
 

職 種 基準（空欄に必要事項を記入し、各項目の該当する「□」又は「○」にレ点を付すこと。） 

入院患者数 

（前年度の平均値） 

前年度の入院患者延数  前年度の日数  入院患者数 

人・日 ÷ 日 ＝ 人 
   (小数点第 2位以下切上) 

 

従
業
者 

医師、薬剤師、 

栄養士 

□ それぞれ医療法上必要とされる数以上配置している。（当該病院全体として） 

□ 医師のうち１人は、老人性認知症疾患療養病棟において指定介護療養施設サービ

スを担当する医師である。 

看護職員 

□ 看護職員（看護師又は准看護師）を、常勤換算方法で、老人性認知症疾患療養病

棟における入院患者の数が４又はその端数を増すごとに１以上配置している。 

 

〈必要数〉 

入院患者数    必要数 

人 ÷ ４ ＝ 人 

    (小数点以下切上) 

 

〈配置員数〉（  月） 
常勤※の従業者数 

(Ａ) 
       

人        
        

非常勤の従業者の 

勤務延時間数 
 

常勤の従業者が 

勤務すべき時間数 
 

常勤換算 

(Ｂ) 
  

常勤換算後の員数 

(Ａ)＋(Ｂ) 

時間 ÷ 時間 ＝ 人   人 

   (小数点第 2位以下切捨)    

※常勤：当該施設における勤務時間が、当該施設において定められている常勤の従業者が勤務すべき

時間数に達していることをいう。 

 

介護職員 

□ 常勤換算方法で、老人性認知症疾患療養病棟における入院患者の数が８又はその

端数を増すごとに１以上配置している。 

 

〈必要数〉 

入院患者数    必要数 

人 ÷ ８ ＝ 人 

    (小数点以下切上) 

 

〈配置員数〉（  月） 
常勤の従業者数 

(Ｃ) 
       

人        
        

非常勤の従業者の 

勤務延時間数 
 

常勤の従業者が 

勤務すべき時間数 
 

常勤換算 

(Ｄ) 
  

常勤換算後の員数 

(Ｃ)＋(Ｄ) 

時間 ÷ 時間 ＝ 人   人 

   (小数点第 2位以下切捨)    

 

 

 

 



 

職 種 基準（空欄に必要事項を記入し、各項目の該当する「□」又は「○」にレ点を付すこと。） 

従
業
者 

作業療法士 

□ １以上配置している。 

□ 常勤である。 

□ 専従である。 

精神保健福祉士 

又は 

これに準ずる者 

□ １以上配置している。 

□ 常勤である。 

□ 専従である。 

栄養士又は管理

栄養士 

○ １以上配置している。 

○ 配置していない場合、老人性認知症疾患病棟に係る病床数が 100 人未満の施設で

ある。 

介護支援専門員 

□ １以上（入院患者数が 100 又はその端数を増すごとに１を標準）配置している。 

□ 常勤である。 
※入院患者数 100 又はその端数を増すごとに増員する介護支援専門員については、非常勤とする

ことを妨げない。 

○ 専従である。 

○ 専従でない場合、次の要件を満たしている。 

□ 入院患者の処遇に支障がない。 

□ 兼務する職務が、当該施設の他の職務である。 

 

〈標準数〉 

入院患者数    標準数 

人 ÷ 100 ＝ 人 

    (小数点以下切上) 

 

〈常勤換算式〉（  月） 
常勤の従業者数 

(Ｃ) 
       

人        
        

非常勤の従業者の 

勤務延時間数 
 

常勤の従業者が 

勤務すべき時間数 
 

常勤換算 

(Ｄ) 
  

常勤換算後の員数 

(Ｃ)＋(Ｄ) 

時間 ÷ 時間 ＝ 人   人 

   (小数点第 2位以下切捨)    
 

管理者 

□ 同時に他の病院、診療所を管理する医師ではない。（医療法第 12 条第２項に基づ

く許可を受けた場合を除く。） 

○ 同時に他の介護保険施設、養護老人ホーム等の社会福祉施設を管理する者ではな

い。 

○ 他の社会福祉施設を管理する場合、これらの施設が同一敷地内にあること等によ

り、当該施設の管理上支障がない。 

 

［兼務する職務］ 

事業所名：                           

所在地：                            

兼務する職務：                         
※介護サービス事業以外の職務についても記載すること。 

 

 

 

 


